


インターン生からの報告

朝の駅頭、市のオンラインイベントや市内会議などに参加させていただきました。活動は？

感じたことを何か行動に移した？

感想は？　　　　　　　朝の駅頭でチラシを渡していると思ったことが、サラリーマンの男性はよくもらってくださいますが、
若い人や女性はもらってくださる方もいましたが、少なかったと感じました。 正直、私もインターンをするまで政治の
ことは知らないことだらけでした。 しかし、活動を通して思ったことは「もっと若い人たちや女性にこそ興味を持って
ほしい！」ということ。 同時に「そのためにはどういうアプローチが有効なのか？」と考えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　 今回、インターンシップの一環として未来国会に参加し、社会の問題を見つけ
改善のための政策を作成、発表を行いました。私たちが目指すテーマとして選んだのは「地域全体での子育て」「父・
母・子供にやさしい日本」です。 母親が一人で子育てを担いがちな現状を改善し、周りの人に頼りやすい環境を目指
します。 結果母親の負担が軽減されるのはもちろん、子どもも幼いころから多くの人との繋がりを持つことができ、
社会性が育まれるのではないかと考えました。 考えた政策の一つに「父親の育休取得推進」というものがあります。
父親の育休は最近話題にはなっているものの、実際は十分に取得している人は少ないのではないかと考えたためで
す。そこで、十分な育休取得が「当たり前」という考え方を拡散、定着させるためにこの政策を提案しました。 私たち
が提案をした経緯としては、まだまだ子育ては母親任せの人が多いのではないか、と考えたからです。
しかし、先日朝、駅でスーツ姿の男性が赤ちゃんをおんぶして歩いている姿を見かけました。その姿を見て私は自分
が恥ずかしくなりました。 新しい考えを広げると言いながら、子育ては母親がしているという固定概念に縛られてい
たのは私たちの方ではないかと感じたからです。 精一杯協力している父親の方々、すみませんでした。
この体験で、世の中を多岐の方向から見ることの大切さを改めて痛感し、新しい考え方の変化に常に敏感でなけれ
ばいけないと思いました。

学んだことは？

最後に一言！

　　　　　　　　　 「withコロナ」で出来ることが限られていている中、「コロナだからできない」ではなく「コロナ
だからこうしよう」とういう視点を持つことが大切なんだということです。
今夏はお祭りや花火大会の開催がなく、夏を謳歌することができなかった人が多数いました。私たちインターン生は
市内某地域で行われたオンライン花火大会に参加させて頂きました。密を避ける工夫をしながら、地域のみなさんに
よる入念な準備がありイベントは成功を収めました。
当日、地域の人から「ありがとう」という声を多数頂き、人が協力し人のために行動することはとても重要なことで、
コミュニティーが持つ力について考えさせられました。
コロナ禍でのインターン活動はいろんな制限がありましたが、この現状だから今まで考え感じることが出来なかった
ことを自ら考え経験することが出来たように思います。

　　　　　　　　  直接お会いした皆様、地域の皆様、私たちインターン生を温かく迎え入れ優しく接してくださり
本当にありがとうございました。

ビーチクリーンの活動にも早朝より駅頭を共に

今夏も大学生インターンを受け入れ、活動を共にしました。 県政報告会に参加した後に　「言葉が難しく理解できない箇所がたく
さんあった」と率直な感想を聞き、いつの間にか政治に詳しい人にだけ伝わるような話し方をしていたことに気づかされましたし、
「若い人に政治に関心をもってもらいたい」という自分の信条を省みる良いきかっけとなりました。

県民の皆様と意見を交わし、県政に活
かしていくためには、まず伝えること・
意見を交わすこと・基本に立ち返るこ
と。 改めてこれらをしっかり肝に据え
県政に邁進してまいります。 

また、永田まりな事務所はインターン
を随時受け入れております。ご興味の
ある１８歳以上の方は下記連絡先ま
でお問い合わせ下さい。


	入稿用_鎌倉人vol.54_表面 [復元].ai.pdf
	鎌倉人vol.54_裏面 [復元].ai.pdf

